
「
学
都
松
本
」
の
教
育
民
生
委
員
会 

副
委
員
長
と
し
て

活
動
し
ま
し
た 

    

                             

       
 

 

 
 

議
員
２
年
目
は
、
教
育
民
生
委
員
会

の
副
委
員
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。 

 
 
 

松
本
市
議
会
に
は
、
総
務
・
教
育
民

生
・
経
済
地
域
・
建
設
環
境
と
い
う
４

つ
の
常
任
委
員
会
が
あ
り
、
全
議
員
が

い
ず
れ
か
に
所
属
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
教
育
民
生
委
員
会
は
、
学
校
教
育
・

社
会
教
育
、
福
祉
、
子
育
て
、
松
本
城

関
係
な
ど
、
市
民
生
活
に
密
着
し
た
幅

広
い
分
野
を
扱
い
ま
す
。
公
民
館
長
だ

っ
た
私
の
経
歴
か
ら
期
待
さ
れ
た
人
事

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
平
成
28
年
度
６
月
定
例
市
議

会
に
、
国
保
税
の
改
正
に
関
す
る
議
案

が
提
出
さ
れ
、
管
轄
の
教
育
民
生
委
員

会
で
審
査
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

国
民
健
康
保
険
財
政
は
、
被
保
険
者

の
減
少
や
高
齢
化
を
主
な
原
因
と
し
て
、

医
療
費
が
伸
び
続
け
る
一
方
で
、
保
険

税
収
入
は
減
少
し
、
非
常
に
厳
し
い
状 

況
に
陥
っ
て
い
ま
す
。 

        

委
員
会
で
は
、
長
時
間
に
わ
た
る
議

論
の
末
、
平
成
28
年
度
か
ら
平
均
改
定

率
で
13.95
％
の
改
定
を
行
う
と
と
も
に
、

一
般
会
計
か
ら
6
億
8,400
万
円
の
特
別

繰
入
を
行
う
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

                

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
に
は
低
所

得
の
方
が
多
く
、負
担
増
は
心
配
で
す
。 

 

私
自
身
も
加
入
者
で
あ
り
抵
抗
感
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
大
切
な
制
度
は
何
と

し
て
も
維
持
し
存
続
し
て
い
か
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
熟
慮
の
末
に
「
や
む
な
し
」

と
の
判
断
に
至
り
ま
し
た
。 

制
度
の
維
持
・
存
続
の
た
め
に
は
、

医
療
の
質
を
落
と
す
こ
と
な
く
、
医
療

費
の
無
駄
遣
い
を
減
ら
す
取
組
み
を
強

化
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
議
員

2
年
目
は
「
医
療
費
の
適
正
化
」
と
格

闘
す
る
１
年
間
と
な
っ
た
の
で
し
た
。 

    

          
 
 
 

 
 

 

▲平成 28年10月 第28回国宝松本城「古式砲術演武」

松本市議会を代表して、ご挨拶を申し上げました。  
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平成 28年度の質問項目 in 定例議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

                                     

                                       

                                      

 

 

 

                                                         

9月定例会 平成28年 9月12日（月）10：00  初日にトップバッターで登壇！ 

１． 公民館発足70周年にあたって 
（1） 地区公民館の現代的ニーズについて                               

     ア  Ｗｉ－Ｆｉ環境の整備             
     イ  防災備品の配備 
      ウ  女性の登用 

（2） 地区公民館の本質的役割について 
    ア 平和学習（伝承者育成） 

    イ 政治学習（主権者教育） 
（3） 町内公民館の活用と充実について 

２． 地域包括ケアの推進に向けて 
（1） 成年後見制度利用の支援について 

 （2） 高齢者の運転免許証返納について 
（3） 地域包括ケアシステムの実効性の担保に向けて 

3． 松本市東南部の文化財の活用について 
（1） 牛伏寺とフランス式階段工周辺に関する市の見解 
（2） 今後に向けて 

    

 

2月定例会  平成29年 3月 8日（水）13：00  最終日の午後 1番で登壇！ 

1. 農業政策 
（1） 農畜産物のマーケティングについて 

ア 地産地消の推進 
イ 究極の 6次産業 「地酒」 をめぐる取り組み 

（2） 農業振興について 
ア 農業委員会法改正を受けて 
イ 総合的な農業相談窓口 

2.  公共施設マネジメント                         
（1） まつもと市民芸術館の大規模改修について 
（2） 今後に向けて 
 
 

 

『安曇野文化』第20号にも登場！ 

同誌は、長い歴史をもつ『三郷文化』を母体とし、 
安曇野市の身近な文化に焦点を当てた季刊誌です。 

平成28年夏号「故郷へのメッセージ」コーナーに、 
吉村コラム「生みの親、育ての親」が掲載されました。 
安曇野市出身の松本市議会議員として、出馬の経緯や 
思いを綴り、「故郷よ、美しく発展を」と結んでいます。 

発言が施策に反映されました！ 

☆ Ｗｉ－Ｆｉ整備の必要性に関する調査
が実施されました。平成 28 年度に、
中央公民館（Ｍウィング）のＷｉ－Ｆｉ整
備が行われました。 

☆ 平成29年度、県下初の「平和推進課」
が新設されました。 

 
☆ 平成29年度、認知症初期集中支援チ
ームが設置され、早期の認知症に対
応することとなりました。 

☆ 平成29年度、成年後見制度など法的
な困難事例に対応するため、地域包
括支援センターに弁護士4名が配置
されました。 

  

☆ 年度末の定例議会のため、質問や
提言・要望が事業計画や予算にどう
反映されるかは、これからです。 

☆ 市役所庁舎、市立博物館、市立病院
と、大物の建設計画が進められて
います。吉村幸代がまつもと市民
芸術館に注目するのは、こうした公
共施設のあり方を考える上で、象徴
的な存在だからです。 



吉
村
コ
ラ
ム 

ち
ゃ
ぶ
台
も
勉
強
机 

海
賊
と
よ
ば
れ
た
男 

 

年
の
初
め
、
久
々
に
映
画
館
へ
行
っ

た
。
何
年
ぶ
り
だ
ろ
う
。
夫
と
二
人
で

観
た
映
画
は
、「
海
賊
と
よ
ば
れ
た
男
」。

出
光
興
産
の
創
業
者
・
出
光
佐
三
氏
の

生
涯
を
描
い
た
邦
画
で
あ
る
。 

私
の
父
・
宮
坂
高
連
（
み
や
さ
か
・

た
か
つ
ら
）
は
、
出
光
興
産
の
販
売
店

で
あ
る
信
光
石
油
株
式
会
社
の
専
務
を

長
く
務
め
た
。
同
社
の
初
代
社
長
は
、

甕
武
清
（
も
た
い
・
た
け
き
よ
）。
父
に

は
義
兄
、
私
に
と
っ
て
は
母
方
の
伯
父

に
あ
た
る
。二
人
三
脚
の
全
力
疾
走
で
、

信
光
石
油
の
礎
が
築
き
上
げ
ら
れ
た
。 

武
清
伯
父
は
、
若
い
頃
か
ら
起
業
精

神
旺
盛
な
人
で
、「
車
社
会
が
到
来
す

る
」と
い
う
予
測
の
も
と
に
父
を
誘
い
、

松
本
市
本
町
（
現
在
の
深
志
）
に
市
内

初
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
開
い
た
。

自
動
車
な
ど
ま
だ
珍
し
い
頃
の
こ
と
、

「
ガ
ソ
リ
ン
な
ん
て
誰
が
使
う
の
か
」

と
笑
わ
れ
た
ら
し
い
。 

そ
れ
ま
で
三
郷
村
役
場
の
職
員
だ
っ

た
父
は
、
安
定
し
た
公
務
員
生
活
と
、

大
博
打
の
よ
う
な
起
業
と
の
岐
路
に
立

ち
、
大
い
に
迷
っ
た
よ
う
だ
。「『
義
兄

に
賭
け
よ
う
、
仕
事
に
賭
け
よ
う
』
と

深
い
迷
い
を
吹
っ
切
っ
て
覚
悟
を
決
め

た
」
と
、
晩
年
に
上
梓
し
た
著
書
『
穂

高
連
峰
』
に
記
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

そ
う
だ
ろ
う
。
家
庭
に
は
生
後
間
も
な

い
私
が
お
り
、
田
地
田
畑
家
屋
敷
の
全

財
産
を
抵
当
に
入
れ
て
の
話
だ
。 

伯
父
の
読
み
は
大
当
た
り
。
高
度
経

済
成
長
の
追
い
風
が
吹
い
て
、
信
光
石

油
は
県
下
最
大
級
の
販
売
網
に
と
成
長

し
た
。
そ
し
て
私
は
、
自
分
と
同
じ
年

生
ま
れ
の
会
社
・
信
光
石
油
の
恩
恵
を

受
け
て
生
活
し
、
教
育
を
受
け
て
、
現

在
が
あ
る
。 

さ
て
、
映
画
は
、
明
治
か
ら
昭
和
に

か
け
て
、
数
々
の
困
難
を
乗
り
越
え
て

石
油
事
業
に
尽
力
し
た
男
の
生
き
様
を
、

戦
後
の
復
興
、
世
界
の
市
場
を
牛
耳
る

石
油
会
社
と
の
戦
い
を
軸
に
描
き
出
し

て
い
た
。
日
本
人
の
誇
り
を
胸
に
、
周

囲
の
仲
間
た
ち
と
の
絆
を
重
ん
じ
な
が

ら
、
独
自
の
経
営
哲
学
と
行
動
力
を
も

っ
て
突
き
進
む
主
人
公
の
姿
。
激
し
い

逆
風
の
中
で
、
不
屈
の
闘
志
を
燃
や
す

強
い
男
の
生
き
様
に
、
私
は
つ
い
つ
い

父
や
伯
父
の
人
生
を
重
ね
た
。 

 
 

「
石
油
は
、
国
の
血
液
だ
」。
映
画
の

中
で
、主
人
公
が
何
度
も
叫
ん
で
い
た
。

残
念
な
が
ら
、
そ
の
時
代
は
今
や
転
換

期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
海
賊
と
よ
ば
れ
た
男
の
生

き
様
は
、
い
つ
の
世
に
あ
っ
て
も
変
わ

ら
ぬ
最
も
大
切
な
も
の
と
は
何
で
あ
る

か
を
教
え
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。 

「
映
画
と
は
、
答
え
を
明
示
す
る
も

の
で
は
な
い
。
考
え
さ
せ
る
も
の
だ
。

答
え
は
、
観
る
者
に
よ
っ
て
違
う
」
と

は
、
誰
の
言
葉
だ
っ
た
か
。
久
し
ぶ
り

に
入
っ
た
映
画
館
で
、
私
は
そ
ん
な
こ

と
を
思
い
浮
か
べ
て
い
た
。 

平
成
も
29
年
、
早
い
も
の
で
あ
る
。

父
が
鬼
籍
に
入
っ
て
丸
７
年
、
伯
父
に

至
っ
て
は
45
年
も
経
つ
。
松
本
市
議
会

議
員
に
な
っ
た
私
を
、
二
人
は
空
の
上

か
ら
何
と
思
っ
て
見
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

訊
ね
て
み
た
い
こ
と
が
、
今
こ
そ
た
く

さ
ん
あ
る
。
市
政
、
人
脈
、
経
済
、
農

業
、
文
化
芸
術
、
人
生
の
こ
と
…
…
。 

こ
の
映
画
の
撮
影
で
メ
ガ
ホ
ン
を
と

っ
た
の
は
、松
本
市
出
身
の
山
崎
貴
氏
、

「ALWAYS 

三
丁
目
の
夕
日
」で
数
々
の

映
画
賞
を
総
な
め
に
し
た
名
監
督
で
あ

る
。
企
画
に
際
し
て
は
信
光
石
油
本
社

を
自
ら
訪
れ
て
調
査
し
、
映
画
化
を
決

意
さ
れ
た
と
聞
く
。
な
る
ほ
ど
、
そ
う

い
え
ば
、
映
画
の
末
尾
に
「Special 

Thanks

信
光
石
油
」
と
あ
っ
た
。 

編
集
後
記 

「
先
人
樹
を
植
え
、後
人
涼
を
楽
し
む
」 

を
銘
と
し
た
前
市
長
が
亡
く
な
っ
た
。 

市
民
芸
術
館
の
建
設
是
非
を
問
う
市
長

選
で
敗
れ
、
政
治
的
終
焉
を
迎
え
た
。 

あ
れ
か
ら
13
年
、
か
の
建
物
の
初
の
大 

規
模
改
修
費
用
20
億
円
と
発
表
さ
れ

た
。
迎
え
た
2
月
議
会
、
そ
れ
に
関
し

て
質
問
し
た
議
員
は
吉
村
た
だ
一
人
。

財
団
に
業
務
委
託
さ
れ
た
会
計
は
見
え

づ
ら
く
、
数
値
化
で
き
な
い
文
化
芸
術

の
評
価
は
難
し
い
。
質
問
は
「
し
な
い
」

で
は
な
く
「
で
き
な
い
」
か
。
▼
子
を

持
つ
身
と
な
り
、
生
活
に
対
す
る
切
実

さ
が
今
ま
で
と
は
違
っ
て
き
た
私
。
超

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
社
会
を
生
き

て
老
い
て
い
く
中
で
、
歴
史
に
残
る
銘

木
の
維
持
も
時
と
し
て
負
担
に
な
り
得

る
。
せ
っ
か
く
だ
か
ら
大
切
に
守
り
育

て
た
い
。
何
を
優
先
し
、
ど
れ
だ
け
の

財
を
つ
ぎ
込
む
べ
き
か
…
…
首
長
と
議

会
の
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
だ
。
▼
2
年
前
、

「
よ
り
良
い
社
会
を
次
世
代
へ
」
と
語

っ
た
吉
村
議
員
、
任
期
は
い
よ
い
よ
復

路
へ
。「
先
人
樹
々
を
拓
き
、
後
人
道
を

歩
む
」。持
続
可
能
な
財
政
へ
と
続
く
道

の
開
拓
に
全
力
を
、
石
の
上
に
も
３
年

目
の
仕
事
に
期
待
し
た
い
。（
結
城
子
） 



 

吉村写真館 2016春～2017冬 

▲4/25(月) 内田地区歓送迎会 
 

  

▲4/27(水)上高地開山祭  

5/3(火)松本子どもまつり▶ 

  

▲6/8(水)西南ロータリークラブ 
「地域づくり」について講演 
 

  

▲7/27(木)～29(金)教育民生委
員会行政視察 in明石・岡山・
呉・広島市  戦後 70年の夏
の朝、バックに原爆ドーム 
 

  

▲8/30(火)～9/1(木)会派
「みんなの未来」行政視
察 in 苫小牧・札幌市 

  

▲7/30(土)棚峯町会納涼祭  

8/7(日)寿台夏祭り▶ 

  

◀10/1(土)祝・発売！ 
清酒「寿一番星」 

 

 

 

 

清酒「寿一番星」 
 

  

▲11/ 2(水)議会報告会 in 波田公民館 
 

  

▲11/14(月)・15(火)姫路市 
 

  

▲1/20(金)造園人新年会 
 

  

▲12/１(木)松本城年末清掃 
 

  

▲１/5(木)消防出初式 
 

  

▲1/25(水)～27（金）会派「みんな
の未来」行政視察 in 神戸・淡
路・南あわじ・鳴門市ほか 
 

  

▲2/4(土)吉村後援会総会 
 

  

▲1/23(月)長野県防災会議 
原子力災害対策部会 
 

  


